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ガソリンを、赤レベルまで
入れてください

周波数切替スイッチ
を使用する電気器具
の周波数に合わせて
ください

まずはじめに
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オイルが少ない場合は始動しません。
また、規定量以上に給油しないでください。

燃料タンク
キャップつまみ
“OFF”→“ON”

1 エンジンスイッチ
“運転”

チョークノブ3エコノミー
コントロール
スイッチ“OFF”

2

5 リコイルスタータハン
ドルを勢いよく引く

7 交流電源の取り出し
コンセントに電気器具
をつなぐ

※コンセントにつなぐ前、電気器具の
　電源は OFF になっていること。

8 電気器具の
電源を
ONにする

※エンジンが暖まっている時は
　必要ありません。

ON
（作動中）

OFF
（解除）

エコノミー
スイッチ

パネルを開けてオイルを
入れてください

エンジンオイル
容量：400mL
グレード：API分類SE級以上のエンジンオイル
　　 　　（SAE10W-30または10W-40）

無鉛ガソリン
（自動車用レギュラーガソリン）
容量：4.7L

※発電機本体を水平に置いた状態です。

ココまで
入れる

オイルプラグ

オイル規定量

6 エンジンスタート後、
チェック

※リコイルスタータハンドルを軽く引き出し、
リコイルスタータハンドルが重くなった状
態から勢いよく引いてください。

 発電機が倒れな
いように、手で
ハンドルを押さ
えてください。

※回転が安定した
らチョークノブ
を元の位置に戻
します。

7 直流電源の取り出し
アクセサリーソケットに電気器具をつなぐ

※アクセサリーソケットにつなぐ前、電気
　器具の電源は OFF になっていること。
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赤レベル

元の位置

引く 始動

緑ランプ点灯

パネルの開け方は、裏面の「エンジンオイルの
交換」を参照ください。

停止は 8 7 4 1 の順番で逆の操作を行なってください。

はじめに

長期保管
手順（ ）お手入れ

ガイド（ ）かんたん
運転操作手順（ ）

発 電 機

EF1800iS
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● 工場出荷時にはガソリン、エンジンオイルは入って
いません。

● ご使用の前にガソリン、エンジンオイルの量をご確
認ください。

ヤマハ発電機ホームページをご覧ください。

https://www.yamaha-motor.co.jp/generator/

かんたん運転操作手順 EF1800iS
＊本体同梱の取扱説明書を必ずお読みください。

このたびはヤマハ発電機をお買上げいただき、誠にありがとうございます。
本書は、取り扱い方法と簡単な点検についてポイントを絞って説明しています。取扱説明書を必ずお読
みになり、商品の知識･安全の情報、そして注意事項の全てに習熟してから、ご使用ください。
万一、取り扱いを誤まると重大な事故や故障の原因となります。
お客様の安全と環境や住民の方との調和のために、また商品の性能を充分に発揮させるために、商品の
取り扱いを充分ご存じの方も、この商品独自の装備･取り扱いがありますので、ご使用前に必ず取扱説
明書および本書を最後までお読みください。なおご使用時には取扱説明書および本書を携帯し、安全に
商品をご使用くださいますようお願い申し上げます。

安全にお使いいただくために

（5） 発電機の周囲をかこったり、カバーをかぶせ
たままの運転はやめましょう。

（6） 発電機を傾斜させたり、エンジンをかけた状
態で移動しないでください。

（3） 発電機の周囲に危険物や燃えやすい物を置く
のはやめましょう。

（4） 発電機は燃えやすい物（かれ草、ワラくずな
どの可燃物）の上に置かないでください。

●排気ガス（ガス中毒）に注意

（2） 建物や遮へい物などで風通しの悪い場所や
排気ガスがこもる場所では使用しないでくだ
さい。

（3） 排気口は、排気ガスのたまらない風通しの良
い場所へ向けてください。

（1） 排気ガスは有害な成分を含んでいますから、
室内、倉庫、トンネル、井戸、タンク内、車
の中など、換気の悪い場所では使用しないで
ください。

●火災防止のために
（1） ガソリン給油時は、必ずエンジンを止め禁煙

また火気厳禁を守り、給油中こぼしたガソリ
ンはきれいにふき取ってください。

（3） 水洗いはしないでください。

●その他の注意

（2） 部品を外したままで発電機を使用しないでく
ださい。

（1） 発電機は屋内配線と絶対に接続しないでくだ
さい。接続しますと、電気器具や発電機の故
障、または火災や屋外電気工事関係者の感
電事故などの原因となります。

（4） 始業点検や定期点検は必ず実施してください。

（3） 使用中に、臭気、振動などの異常を感じたら
ただちにエンジンを停止して販売店の点検を
受けてください。

●やけどに注意
（1） 使用中、使用直後はマフラー部が加熱し

ているのでマフラー周辺のカバーには直
接触れないでください。

●感電に注意
（1） 雨、雪、水のかか

る場所での発電機
の 使 用はやめま
しょう。

（2） ぬれた手で発電機
を操作しないでく
ださい。

（2） 発電機は建物およびその他の設備から1m以上
離してご使用ください。

1m以上

受付時間  月曜～金曜 （祝日、弊社所定の休日等を除く）　9：00～12：00　13：00～17：00

ヤマハ発動機株式会社  カスタマー コミュニケーション センター
〒438-8501 静岡県磐田市新貝2500
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